
平良市「人・まち・自然の健康都市を目指す珊瑚礁保全」 
 
 
こんにちは、沖縄県平良市の伊志嶺亮と申

します。 
イチローはメジャーを代表するトップバッ

ターですけど、彼がアメリカに行く前に平

良市でキャンプを毎年 2月にやっておりま
した。私もトップバッターでがんばってみ

たいと思っております。 
健康都市づくりの事例として、「人・まち・

自然の健康をめざす珊瑚礁保全」について

紹介したいと思います。 
 
 
平良市がどこにあるのか、ご存じない方も多

いかと思うんですけれども、この市川市から

は南西の方向に 1600キロくらいでしょうか、
沖縄本島から 300 キロほど、台湾からも 350
キロほど離れておりまして、緯度から言うと

台湾の台北より少し南側になります。宮古諸

島の中核都市ですけども、人口は 35000 人、
面積は 65 平方キロメートルです。主な産業
は、農業と漁業と観光で、珊瑚礁に囲まれた亜熱帯の気候で、平均気温が 23 度というと
ころです。このたび市町村合併で 10 月 1 日からは平良市がなくなって新たに宮古島市と
いうことになります。 
 
 
平良市の健康プロジェクトですけども、このコン

セプトは、人の健康、まちの健康、自然の健康で

す。もちろん人の健康は人の体と心の健康ですけ

れども、まちの健康は都市機能の健康だけではな

くて、コミュニティーの健康、それからコミュニ

ティーを形成する最小の単位は家族ですけれども

その家族の健康、それから祭りなどがきちんと行

われているかといったこともまちの健康になろう

かと思います。平良市に西原という小さな集落があるんですけども、人口が 600 くらいの
集落なんですけど、そこの子どもたちは朝学校に行くときに道草をくっていきます。それ

は、年寄りのうちにいって、「おばあちゃん行ってきます」といって挨拶をして学校に行く

んです。これも一つの健康のまちづくりではないかと思っています。 



 
 
 
本日紹介する珊瑚礁の保全は、人・まち・

自然のうち、自然の健康という位置づけに

なろうかと思います。ここで、なぜ珊瑚礁

保全が健康都市と関係あるのかということ

ですけども、WHO の健康という概念が、

身体的・精神的・社会的、あるいはスピリ

チュアルというものがありますけども、宮

古島は昔から土にも石にも岩礁にも神の魂

が宿っているというような、そういう土地

柄ですから、自然をこれまで大事にしてき

ました。しかし、開発がだんだん進んできて、ちょっとこれが危うくなってきたという感

じが問題になっております。そして、後でお話しますが、観光で珊瑚礁の漁業等が危機に

瀕している状況にあります。ですから、この珊瑚礁の保全と、珊瑚礁を利用した地域経済

発展の視点から、珊瑚礁の保全は絶対していかなければならないという重要課題でありま

す。 
 
 
宮古島には国内で最大の珊瑚礁、八重干瀬（ヤ

ビジ）と宮古の言葉で言うんですが、そういう

珊瑚礁があります。大小 100 ほどの珊瑚礁が南
北 10 キロ東西 7 キロの範囲に分布しておりま
して、それぞれの珊瑚礁には、漁民がつけた愛

称がついておりまして、昔から漁民に親しまれ

ております。現在でも豊かな漁場として、漁師

は毎日のように行っておりますし、われわれも

大潮の時にはここに行って、ここで遊んだりし

ております。最近ではダイビングが盛んになりまして、宮古島には 5 万から 6 万人くらい
のダイバーが来ますけれども、そのメッカでもあります。 
 
 
そして 20 年ほど前から八重干瀬を利用した
観光上陸が行われております。大体は旧暦の

3 月 3 日、昔から宮古の女性たちは着飾って
浜に行って、普段は外に出る機会のない女た

ちが、そこでいろんな出会いを楽しんだりす

るというような風習もありますし、また身を

清めて海の恵みに感謝して潮が引いた浅瀬か



ら魚介類を採ってみんなで神にそなえるという習慣がある島であります。現在では、信心

が薄れまして、観光になりつつありますけど、これが現在のような上陸観光になったかと

いいますと、これは主にフェリー会社が主催して 4 月の 3 日間で 3000 人が珊瑚礁に上陸
しております。観光の面からいうとこれも評価できるんですけれども、事実上珊瑚を踏み

潰したり、生物を採取したりすることに制限がないため、珊瑚礁の生態系が平成 9 年ごろ
から大変懸念されてきておりました。 
 
 
観光と保全の両立の取り組みを行っているんですが、

最初に直面した問題は、珊瑚礁を守るという国の法

律がないということが一つ、それから正確な八重干

瀬の地形図がなくて、調査をするにもちょっと調査

が難しかったということもありまして、これを国土

地理院に依頼しまして、珊瑚礁図も今は正確にでき

ておりまして、名前も一つ一つきっちりと正確に記

載されております。 
 
 
また、珊瑚礁の荒廃が懸念されるとはいえ、基礎

的な情報がなくて、たとえば珊瑚礁が何年でどれ

くらい成長するのか、あるいは何種類の珊瑚礁が

八重干瀬にあるのかということがあんまり良くわ

からなかったんですけど、東海大学との共同で、

市の職員も調査に参加して、この状況の把握に努

めてまいりました。この観光上陸は、市民の間で

も大きな議論を呼びまして、賛成論・反対論が地

元の新聞などにもいろいろ議論されましたけども、

そうした状況の中で、なかなか行くなとも、踏み潰すなとも、そういうことができなかっ

たわけです。ですから市としましては珊瑚礁の保全と観光の両立を課題に地域全体で考え

ようという枠組み作りをやってまいりました。単なる賛成・反対論議にならないように、

互いにしっかりと情報を交換しながら、市民に情報を提供しながら八重干瀬についての学

習を進めてまいりました。 
 
 
そして、市民ボランティアの珊瑚礁ガイドを養成

するという事業をはじめました。観光客の多くは

自然環境に興味がある方が来るわけで、好きで珊

瑚礁を踏み潰しているわけではない、岩と珊瑚の

区別がつかないだけのことが多いということで、

アンケートなどからそういうことがわかりました



ので、ガイドを導入して珊瑚礁の踏み潰しがないような手立てを考えたというわけです。

ボランティアを導入する理由は、もちろん八重干瀬の保全と観光の両立ですが、市民ガイ

ドの養成は島の環境を市民にも理解してもらうという、一つの社会教育であるということ

があります。環境の保全と経済振興の双方に理解のある人材育成にもつながっているので

はないかと思います。一方で、ガイドの役割は観光客に珊瑚礁の自然や文化を解説して、

珊瑚礁の保全を呼びかけると共に、観光客と共に珊瑚礁で過ごす時間を共有しながら、地

域の交流を図って珊瑚礁にかかわる地元の民話を伝えたり、海にまつわる地元の歌を披露

したりするといった人の交流がこれまでなされてきました。珊瑚礁ガイドの導入で珊瑚礁

の踏み潰しや生物採取を少なくすることができて、観光の質も向上したかと思います。 
 
 
珊瑚礁の利用と保全の問題は、観光の当事者だけの課

題ではなくて地域の課題であるとの認識が宮古では浸

透してきております。単純な賛成・反対の議論も今は

なくなりまして、環境に対するもっと広い視野での視

点が市民の間に広がってきたのではないかと思います。

平成 15 年には WHO の協力で、シンポジウム形式で
観光利用と保全の課題について論議して、地域として

保全のためのガイドラインの策定が必要であるとの認

識を得て、行政・観光業者・漁民・市民の 9 つの組織で議論を重ねて、観光客が環境に配
慮した観光を望んでいるという事実を踏まえて、生物採取を一切禁止する、珊瑚礁踏み潰

しを極力減らすことを記したガイドラインも平成 16 年度にできております。内容は簡単
なものですけれども、国に珊瑚礁保全の法がないことなどから、珊瑚礁の保全に関しては

先進的な事例として、県や環境省などからも評価をいただいております。 
 
 
まとめとこれからの展望ですけれども、以上紹介した

ことをまとめると、平良市は健康都市づくりの一環と

して、宮古島の住民の精神的風土の根底を支えてきた

珊瑚礁の保全を進めているということ、ここでは市民

参加が大きな役割を担っておりまして、市民が珊瑚礁

ガイドとして活躍することで珊瑚礁の観光利用と保全

について、建設的な議論をする環境が作られて、地域

の中で課題としての認識も強まっています。ガイドラ

インも策定することができて、市民参加による環境保全と経済両立の試みとして、成功し

つつあるのではないかと考えております。 
今後の展望としては、ガイドラインの内容を充実して、策定にかかわる人・団体の拡大、

対象とするエリアの拡大などを進めていきたいと考えております。特に飲料水や農業用水

を地下水だけに頼っている島においては、森林や水環境の保全にもつなげていく必要があ

ろうかと思っております。保全と観光を両立するための体制をこれからも組織化して、人



的・金銭的な基盤の強化も検討していきたいと考えております。これが市民参加による地

域づくりのモデルケースであるようにこれからもがんばっていきたいと考えております。

ご清聴ありがとうございました。 
 


